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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カバーエリア内に端末装置が存在している通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）を選択し
、かつ、該端末装置（ＭＳ）を通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）に接続するための方法
において、
　端末装置（ＭＳ）が一時的に第１の通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ１）のネットワーク
ユニット（ＨＴＴＰプロキシ）に接続されること、および
　該端末装置（ＭＳ）が、通信に利用可能な少なくとも１つの第２の通信ネットワーク（
ＶＰＬＭＮ２）に関する問い合わせを、ネットワークユニット（ＨＴＴＰプロキシ）を介
して、ホームネットワーク（ＨＰＬＭＮ）のもう１つのネットワークユニット（ＷＬＡＮ
 ＤＢ）に対して送信すること、および
　該もう１つのネットワークユニット（ＷＬＡＮ ＤＢ）が、該問い合わせを検査した後
、少なくとも１つの情報を含む少なくとも１つの応答メッセージを前記端末装置（ＭＳ）
へ送信すること、および
　該端末装置（ＭＳ）が、受信した前記少なくとも１つの情報に応じて、前記第２の通信
ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）に自らを接続することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ネットワークユニット（ＨＴＴＰプロキシ）が、前記端末装置（ＭＳ）からの前記
問い合わせに少なくとも１つの情報データを付け加えることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
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【請求項３】
　前記情報データが、国別コードであること、および／または前記端末装置（ＭＳ）が一
時的に接続される通信ネットワークのネットワーク識別番号であること、および／または
該端末装置（ＭＳ）の目下のロケーションエリアに関する位置情報であることを特徴とす
る請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記端末装置（ＭＳ）が、前記問い合わせに、該端末装置（ＭＳ）が必要とする帯域幅
、および／または前記通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）に対するセキュリティ要件に関
するデータを付け加えることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記応答メッセージにおいて、通信に利用可能な前記少なくとも１つの第２の通信ネッ
トワーク（ＶＰＬＭＮ２）に関する情報として、該利用可能な通信ネットワーク（ＶＰＬ
ＭＮ２）のＳＳＩＤ番号および／またはネットワーク識別番号および／または国別コード
が用いられることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ネットワークユニット（ＨＴＴＰプロキシ）がプロキシサーバであること、および
／またはＩＷＬＡＮのネットワークユニットであることを特徴とする請求項１～５のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記もう１つのネットワークユニット（ＷＬＡＮ ＤＢ）がレジスタユニットおよび／
またはメモリユニットおよび／またはデータバンクであることを特徴とする請求項１～６
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記もう１つのネットワークユニット（ＷＬＡＮ ＤＢ）がＩＰネットワークのネット
ワークユニットおよび／またはＷＬＡＮネットワークのネットワークユニットであること
を特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記もう１つのネットワークユニット（ＷＬＡＮ ＤＢ）が前記端末装置（ＭＳ）のホ
ームネットワークのネットワークユニットであることを特徴とする請求項７に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記問い合わせのために、ＨＴＴＰプロトコルおよび／またはＳＩＰプロトコルおよび
／またはＨ．３２３プロトコルがシグナリングプロトコルとして用いられることを特徴と
する請求項１～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記端末装置（ＭＳ）が、ネットワーク構成の変更を理由に、通信に利用可能な前記第
２の通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）に関する問い合わせを前記もう１つのネットワー
クユニット（ＷＬＡＮ ＤＢ）へ送信することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記端末装置（ＭＳ）が、定期的または非定期的な時間間隔を置いて、通信に利用可能
な前記第２の通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）に関する問い合わせを前記もう１つのネ
ットワークユニット（ＷＬＡＮ ＤＢ）へ送信することを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項１３】
　端末装置（ＭＳ）として、移動無線端末装置および／またはモバイルコンピュータおよ
び／またはコンピュータおよび／またはモバイルオーガナイザが用いられることを特徴と
する請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ１、Ｉ－ＷＬＡＮ１、ＶＰＬＭＮ２、Ｉ－ＷＬＡＮ２）
として、ＷＬＡＮネットワークおよび／またはＩＰネットワークおよび／またはセルラー
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移動無線ネットワークが用いられることを特徴とする、請求項１～１３のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１５】
－ 通信を行うための受信ユニット（Ｅ）および送信ユニット（Ｓ）と、
－ 第１の通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ１）のネットワークユニット（ＨＴＴＰプロキ
シ）に一時的に接続し、かつ、通信に利用可能な少なくとも１つの第２の通信ネットワー
ク（ＶＰＬＭＮ２）に関する問い合わせを、該ネットワークユニット（ＨＴＴＰプロキシ
）を介して、ホームネットワーク（ＨＰＬＭＮ）のもう１つのネットワークユニット（Ｗ
ＬＡＮ ＤＢ）へ送信し、かつ、該もう１つのネットワークユニット（ＷＬＡＮ ＤＢ）が
応答メッセージにおいて端末装置（ＭＳ）へ伝達する情報に従って通信ネットワーク（Ｖ
ＰＬＭＮ２）への接続を行うための処理ユニット（Ｖ）と
を具備し、
　カバーエリア内に自らが存在している前記第２の通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）を
選択し、かつ、該第２の通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）への接続を行うための端末装
置。
【請求項１６】
－ 第１の通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ１）のネットワークユニット（ＨＴＴＰプロキ
シ）に一時的に接続し、通信に利用可能な少なくとも１つの第２の通信ネットワーク（Ｖ
ＰＬＭＮ２）に関する問い合わせを、該ネットワークユニット（ＨＴＴＰプロキシ）を介
して、ホームネットワーク（ＨＰＬＭＮ）のもう１つのネットワークユニット（ＷＬＡＮ
 ＤＢ）へ送信するための端末装置（ＭＳ）と、
－ 前記問い合わせを検査し、応答メッセージに含まれた少なくとも１つの情報を該端末
装置（ＭＳ）へ送信するための前記もう１つのネットワークユニット（ＷＬＡＮ ＤＢ）
と、
－ 受信された前記少なくとも１つの情報に従って通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）へ
の接続を行うための前記端末装置と
を具備し、
カバーエリア内に自らが存在する前記第２の通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）を選択し
、該第２の通信ネットワーク（ＶＰＬＭＮ２）への接続を行うためのシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カバーエリア内に端末装置が存在する通信ネットワークを選択し、通信ネッ
トワークに端末装置を接続するための方法と端末装置とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰサービスは、将来、さまざまなＩＰベースのアクセスネットワークを通じて提
供されるであろう。その例が、いわゆるインターワーキング可能なＷＬＡＮ（Ｉ－ＷＬＡ
Ｎ：インターワーキング・ワイヤレス・ローカルエリアネットワーク）であり、これは、
移動無線ネットワークに接続され、３ＧＰＰにおいて標準化される。他の例としては、Ｗ
ＩＭＡＸアクセスネットワークおよびｘＤＳＬアクセスネットワークがあり、特にＷＩＭ
ＡＸでは、ＷＬＡＮの場合と類似した、移動無線ネットワークへの接続用アーキテクチャ
が構想されている。ＷＬＡＮのような無線アクセスネットワークに関して、最も重要な問
題の１つはネットワークサーチである。その際、最適なアクセスネットワークの探索（例
えば、１つのホットスポットで複数のＷＬＡＮネットワークが利用できる場合がある）と
、ローミングの場合、最適な移動無線ネットワークの探索、またはアクセスネットワーク
を介して到達することができる他の中間ネットワークの探索とが解決すべき問題である。
【０００３】
　端末装置がＩ－ＷＬＡＮを探し出した場合、このＩ－ＷＬＡＮは、複数の移動無線ネッ
トワークに接続されている可能性がある。これらの通信ネットワークについて、端末装置
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が好適な移動無線ネットワークを探し出せるように、端末装置にＩ－ＷＬＡＮを通じて情
報が与えられねばならない。好適なネットワークのリストは、端末装置またはＵＳＩＭカ
ードに保存されている。特に、Ｉ－ＷＬＡＮが加入者のホーム移動無線ネットワークに直
接接続することができないローミングの場合、端末装置にとって、ホームネットワークの
好適なローミングパートナーを選定することは、接続およびローミングのコストを節約し
、できる限り多くのサービスを利用できるようにするために重要なことである。
【０００４】
　従来の３ＧＰＰ標準で想定されることは、端末装置が全ての利用可能なＷＬＡＮを探索
し、その後、順番に各ＷＬＡＮへ接続し、自分のホーム移動無線ネットワークのもとで自
らを認証しようとすること（自動選択手順）である。選択されたＷＬＡＮがＩ－ＷＬＡＮ
でない場合、この試みは失敗であり、端末装置は利用可能な次のＷＬＡＮに接続しなけれ
ばならない。選択されたＷＬＡＮネットワークが、３ＧＰＰ標準に準拠しているが、加入
者のホーム移動無線ネットワークに直接接続されていないＩ－ＷＬＡＮである場合（ロー
ミングの場合）、Ｉ－ＷＬＡＮは、端末装置に、その端末装置が直接接続されている移動
無線ネットワークのリストを送信する。端末装置は、それに基づいてＩ－ＷＬＡＮネット
ワークの探索を続ける。得られた情報から、端末装置は、好適なＩ－ＷＬＡＮネットワー
クおよび移動無線ネットワークについて事前に設定されたリストに従って、探索工程の終
わりに１つのＩ－ＷＬＡＮおよび移動無線ネットワークを選び出し、それらと端末装置が
接続される。また、従来の３ＧＰＰ標準では、オプションとして、Ｉ－ＷＬＡＮが、既に
ＷＬＡＮネットワーク探索中に、自らの連携（インターワーキング）機能と接続された移
動無線ネットワークとをどのようにして端末装置に報告できるかについての方法が述べら
れている。この情報（いわゆるＳＳＩＤ：サービスセット識別子）は、ＷＬＡＮネットワ
ークへ接続する前にＷＬＡＮ無線局からブロードキャスト手法で送信されるので、これは
、探索手順の簡略化につながるであろう。しかし、ＷＬＡＮ８０２．１１技術は３ＧＰＰ
ではなくＩＥＥＥによって標準化されるので、３ＧＰＰは、ＷＬＡＮブロードキャストに
おけるＳＳＩＤの構造を、拘束力をもって規定することができない。さらに、ＳＳＩＤの
フィールドは限られた長さ（３２バイト）しか有していないので、接続された全ての移動
無線ネットワークに関する全情報がそこに格納されるとは限らない。さらにまた、ＳＳＩ
ＤはＷＬＡＮネットワーク事業者によって設定され、従って、誤りを含んだり、誤解を与
えたりする恐れがある。
【０００５】
　従って、現在指定されている探索手順は非常に冗長であり、端末装置に多くの資源を必
要とする。
【０００６】
　３ＧＰＰ標準は、これまで、ＷＬＡＮのインターワーキング機能に関する情報をＷＬＡ
Ｎ－ＳＳＩＤ情報内で送信するというオプション方法しか提供していない。接続された移
動無線ネットワークについて端末装置が知ることができるのは、端末装置が全ての利用可
能なＩ－ＷＬＡＮに自らを接続し、そこから対応する情報をようやく得てからである。こ
の場合、最適なアクセスネットワークと好適な移動無線ネットワークとは、（Ｕ）ＳＩＭ
カードまたは端末装置自体に静的に事前に設定されたリストを通じて決定される。このリ
ストは、ホームネットワーク事業者が１度だけ（Ｕ）ＳＩＭカードに格納するか、あるい
はユーザが手動で補足し、優先順位を付けることができる。この手順は、ネットワーク事
業者にとっては融通性がなく高コストであり、加入者にとっては難しく快適性に欠ける。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、端末装置のために、通信ネットワークを選択するための簡単かつ効率
的な方法を提案することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　この課題は、本発明において、独立請求項の記載内容によって解決される。本発明の他
の実施形態は従属請求項に記載されている。
【０００９】
　本発明の根幹は、通信ネットワークの選択、例えばアクセスネットワーク、ＷＬＡＮネ
ットワーク、セルラー移動無線ネットワーク、ＩＰネットワークまたはその他の通信ネッ
トワークの選択が、例えばＨＰＩＭＮネットワーク（ホームネットワーク）内のもう１つ
のネットワークユニット、例えばレジスタユニット、データバンク、メモリユニットなど
を用いることによって、より柔軟性を有し、より高速化されることにある。あるいは、こ
れらのもう１つのネットワークユニットは、例えばまた、インターネットまたはその他の
通信ネットワークでも利用でき、データをあらゆる通信ネットワークを介して受け取るこ
とができる。これは、当然、ネットワーク事業者とこのもう１つのネットワークユニット
を運営する管理者との間で申し合わせが行われていることを前提とする。このもう１つの
ネットワークユニットは、「ＩＰアクセスレジスタ」と呼ぶこともできるであろう。その
際、端末装置は、従来と同じく、例えばＩ－ＷＬＡＮ機能を有するアクセスネットワーク
の探索をホットスポットにおいて行う（Ｉ－ＷＬＡＮと「通常の」ＷＬＡＮとの識別は、
例えば、特殊なＳＳＩＤ値によってより高速に行うことができる）。今、任意のＩ－ＷＬ
ＡＮネットワークが見つけられたとすると、端末装置による探索は終了され、端末装置は
一時的にこのＩ－ＷＬＡＮへ自らを接続する。Ｉ－ＷＬＡＮは、この状態において、Ｉ－
ＷＬＡＮのネットワークユニットを介して、例えば自分のホームネットワーク内にある当
該のもう１つのネットワークユニットに問い合わせを送信することを端末装置に許可する
。これは、例えば、アクセスルータにおける特殊なポートフィルタを通じて、あるいはバ
ーチャルＬＡＮネットワークの利用を通じて実現することができる。このような問い合わ
せは、ＳＩＰプロトコル、Ｈ．３２３プロトコル、ＨＴＴＰプロトコルを用いて、あるい
はセキュリティ上の理由から、ＨＴＴＰＳプロトコルまたはその他の（セキュリティ措置
が施された）（シグナリング）プロトコルを用いて実行することができる。後者の場合は
、サーバ認証で十分である。原則として、端末装置は任意のＷＬＡＮに自らを接続し、例
えばホームネットワーク内のもう１つのネットワークユニットへ、例えばインターネット
を介して到達することも可能である。その際、Ｉ－ＷＬＡＮ内または例えば接続された任
意のセルラー移動無線ネットワーク内のネットワークユニット、例えばＨＴＴＰプロキシ
サーバは、例えば国識別番号ＭＣＣ（移動国コード）とネットワーク識別番号ＭＮＣ（移
動ネットワークコード）またはｘ／ｙ位置座標のような出所情報を、問い合わせメッセー
ジの中に組み入れる。代替的にまたは補完的に、端末装置も、これらの情報を利用できる
場合（例えば、ＧＰＳ（全地球測位システム）による測位法によって）、この作業を行う
ことができるであろう。端末装置あるいは端末装置のアプリケーションは、追加的に、例
えば必要な帯域幅やアクセスネットワークのセキュリティなどのデータまたは要求をもう
１つのネットワークユニットへ送信でき、それらのデータまたは要求を、当該のもう１つ
のネットワークユニットが、通信ネットワークを選択する際に考慮することができる。
【００１０】
　当該の他のネットワークユニットは、この問い合わせ（リクエスト）を受信し、端末装
置の出所データと追加された要求とからホットスポット（通信ネットワークのカバーエリ
ア）内の最適なアクセスネットワークあるいは通信ネットワーク、好適な訪問ネットワー
クＶＰＬＭＮおよび必要であればその他の中間ネットワークあるいは通信ネットワークを
検知し、これらの情報を例えばＳＳＩＤおよびＭＮＣ／ＭＣＣの形で応答メッセージに入
れて端末装置へ返送する。その際、これらの情報は、端末装置に事前に設定されて存在す
るデータとは対照的に、国、所在位置、料金表、ネットワークローディングおよび時間に
応じて柔軟に適応させることができる。
【００１１】
　データを受け取った後、端末装置は、受信された情報に応じて通信ネットワークに自ら
を接続する。また、端末装置、例えばモバイルコンピュータ、コンピュータ、移動無線端
末装置、モバイルオーガナイザなども、定期的な間隔で、または（例えば所在位置の変更
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による）ネットワーク構成の変更後に、前記もう１つのネットワークユニットに問い合わ
せることができ、可能であれば、より好適な接続座標を得られるであろう。認証メッセー
ジは、３ＧＰＰ標準に従って、ホームネットワーク事業者があらかじめ指定した訪問移動
無線ネットワークを介して送信される。従って、利用可能な移動無線ネットワークを（Ｕ
）ＳＩＭカード上に保存されたネットワークと調整することが不必要となる。また既存の
（Ｕ）ＳＩＭカードを引き続き利用することもできるであろう。ホームネットワークでの
認証が成功した後、端末装置は、例えば、訪問移動無線ネットワークを介してホームネッ
トワークへの接続を確立し、ホームネットワークのサービスを利用することができる。
【００１２】
　本発明の開示では、もう１つの中央ネットワークユニット、例えばレジスタユニットを
用いることによって、ＷＬＡＮのようなＩＰベースの無線技術へのアクセスを移動無線通
信事業者および加入者のために簡便化し、最適化するための方法について説明する。これ
により、選択方法はより高速化し、端末装置での資源の消費はより小さくなる。前記レジ
スタユニットはまた、端末装置または通信ネットワークのために、ローミングの最適化ま
たはハンドオーバの最適化のために関連する可能性がある更なるデータを保存するための
方法を提供する。その際、これらのＩＰベースのアクセスネットワークは、３ＧＰＰによ
って指定されていてもよく、あるいは、全く通常通りにルータを介して単純に３ＧＰＰコ
アネットワークに接続することも可能である。
【実施例】
【００１３】
　本発明について、図示された実施例を用いてさらに詳細に説明する。
【００１４】
　図１は、端末装置、例えば、移動無線端末装置、モバイルコンピュータ、モバイルオー
ガナイザ、コンピュータなどが、ホットスポットにおいて、一時的に通信ネットワークＶ
ＰＬＭＮ１にアクセスネットワークＩ－ＷＬＡＮ１を介して自らを接続し、ＨＴＴＰＳプ
ロトコルを用いて、通信ネットワークＶＰＬＭＮ１のネットワークユニットＨＴＴＰプロ
キシを介して端末装置ＭＳのホームネットワークＨＰＬＭＮのもう１つのネットワークユ
ニットＷＬＡＮ　ＤＢに問い合わせを送信する方法を示す。その際、ネットワークユニッ
トＨＴＴＰプロキシは、プロキシサーバ、アクセスネットワークＩ－ＷＬＡＮ１のネット
ワークユニットなどであってもよい。問い合わせには、ネットワークユニットＨＴＴＰプ
ロキシによって、あるいはまた端末装置ＭＳによって、少なくとも１つの情報データ、例
えば国別コード、目下利用中の通信ネットワークのネットワーク識別番号、端末装置ＭＳ
の目下のロケーションエリアに関する位置情報などを追加することができるであろう。さ
らに、端末装置ＭＳは、問い合わせに、データあるいは要求、例えば必要な帯域幅、通信
ネットワークに対するセキュリティ要件などを付け加えることができるであろう。ホーム
ネットワークＷＬＡＮ　ＤＢにおけるもう１つのネットワークユニットＷＬＡＮ　ＤＢ、
例えばレジスタユニット、データバンク、メモリユニットなどは、当該の問い合わせを検
査し、少なくとも１つの情報、例えば好適なアクセスネットワークＩ－ＷＬＡＮ２のＳＳ
ＩＤ識別子および好適な（訪問）通信ネットワークＶＰＬＭＮ２の国別コードあるいはネ
ットワーク識別番号ＭＮＣ２／ＭＣＣ２を含む応答を送信する。ここで言う「一時的」と
は、端末装置が、ただ通信ネットワークＶＰＬＭＮ１にアクセスネットワークＩ－ＷＬＡ
Ｎ１を介して自らを接続し、問い合わせをもう１つのネットワークユニットに対して行う
ことができるようにすることのみを意味する。端末装置ＭＳは、応答に含まれたこの少な
くとも１つの情報を受け取った後、得られた情報に従って、（例えば認証ネットワークユ
ニットＡＡＡプロキシＷＡＧを通じて）通信ネットワークＶＰＬＭＮ２へアクセスネット
ワークＩ－ＷＬＡＮ２を介して自らを接続し、ホームネットワークＨＰＬＭＮに対して（
例えば認証ネットワークユニットＡＡＡ　ＰＤＧのもとで）３ＧＰＰ標準に従って認証し
、その後、ホームネットワークＨＰＬＭＮへの通信を行うための接続を確立することによ
って、そこで例えば特定の予約したサービスを利用することができる。通信ネットワーク
あるいはアクセスネットワークとしては、セルラー移動無線ネットワーク、ＷＬＡＮネッ
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トワーク、ＩＰネットワーク、ＩＷＬＡＮネットワークなどがある。また、ネットワーク
構成上の理由からであっても、あるいは定期的または非定期的な時間間隔を置いてであっ
ても、端末装置は、通信に利用可能な少なくとも１つの通信ネットワークに関して、この
ような問い合わせをもう１つのネットワークユニットＷＬＡＮ　ＤＢへ送信することがで
き、従って、常に通信のために最適の通信ネットワークを選択する方法を有することがで
きるであろう。
【００１５】
　図２は、受信ユニットＥ、送信ユニットＳおよび処理ユニットＶを具備した、本発明に
係る方法を実施するための端末装置ＭＳを示す。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】簡便化されたシステムアーキテクチャを用いた、本発明に係る方法。
【図２】本発明に係る端末装置。

【図１】

【図２】
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